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国道 354 号線のように

人と人を結ぶ場所にな

りたいと願いを込めて 

“一般社団法人たまむら住民活動支援センター”は、 

玉村町から住民活動サポート業務を受託しています。 

内 容 

●肉の勉強 

●ウィンナー作り 

●模擬お肉検定 

●試食 

 ̝
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【活動日】 

毎月第２土曜日 8：00～9：00（4 月～12月） 

9：00～10：00（1 月～3 月） 

 

問合せ先 ぱる TEL 0270-  65- 7155 

定期的に公園内の草刈りやゴミ拾いなどの 

清掃活動を行っています。当日参加も大歓迎です。 

 コロナ禍で運動不足になっていませんか？ 

鮮やかな紅葉の中を歩く「秋を楽しむフォレストウォーキング」が開催され

ます。今回は、準備運動として町健康福祉課職員考案の「ぐんまの風」体操を

作曲した星野直子さんの生演奏で行います。群馬県内の市町村の魅力が折り込

まれた親しみやすい曲になっています。体操はゆっくりとしたリズムに簡単な

動作で誰にでも気軽にできます。 

水辺の森のきれいな環境の中で、ソーシャルディスタンスを保ちながら体操

とウォーキングを楽しみましょう。 

「ぐんまの風」体操 
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ウォーキング 
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詳しくは、ぱるＨＰをご覧ください。 

申込み先：玉村町住民活動サポートセンターぱる 

10月 19日（月）9：00～受付開始 

メール、FAX、ＱＲコードでどうぞ 

知らなかった肉のことを学んで、体験

して、肉への理解を深めましょう。 

全国食肉学校 
特製ベーコン 
予約販売あり 

ֺ ֓  

※この事業は、ぱると全国食肉学校との共催です。 
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 たまむら電動バスの愛称が決まってから 2 年、「ゆるたま号」に歌ができまし

た。玉村町在住のシンガーソングライター星野直子さんの作詞、作曲によるもの

で、軽快なリズムと共にやさしく走るバスの姿や特徴が表現された楽しい曲にな

っています。 

 歌は主に道の駅「玉村宿」周辺を走るときに流されますので、ぜひ、乗車の際

は「ゆるたま号」の歌も聴いてください。 

多種多彩なじゃがいも 

 たまむら食の探検隊は、毎年じゃがいもの植付けから収穫までの農作業を一般募

集して体験してもらっていましたが、今年は新型コロナウイルスの感染防止のため

隊員のみで行いました。 

 3 月に植え付けたじゃがいもは、芽かき・土寄せを経て 7 月に収穫を迎えました。

男爵、きたあかり、メイクイーン、アンデスレッド、グランドペチカ、ノーザンル

ビーの 6 種類のじゃがいもを掘り出しました。洗うと色とりどりの鮮やかな大地

の宝石にかわりました。 

 収穫後は太田名物を真似て焼きそばにじゃがいもを入れて食べました。ボリュー

ム満点、おいしさ満点でお腹いっぱい満足の会となりました。 

 

♪歌詞の一部♪ 

ゆるゆるたま号 ゆるゆるたま号 

みんなを乗せて走るよ ゆるゆるたま号 

玉村宿を出発だ 麦畑を駆け抜けて 

吹き抜ける風が気持ちいいね 

ゆるゆるたま号 ゆるゆるたま号 

コインはいらない だれでも乗れるよ 

あなたもおいで 

ゆるゆるたま号 ゆるゆるたま号 

みんなを乗せて走るよ ゆるゆるたま号 

電気で走る電動バス 排気ガスが出ないから 

人にも環境にもやさしいね 

ゆるゆるたま号 ゆるゆるたま号 

ゆっくりだけど 一生懸命走っています 

Let’s GO！ 
星野直子さん 

9 月、藤岡北ロータリークラブ（笛木会長）から大型テレビが玉村町に寄

贈され、玉村町住民活動サポートセンターぱるに設置されました。 

テレビは、49 型の大画面（110 ㎝×64 ㎝）で 4Ｋの解像度があり、鮮やか

に画質と映像を映し出すことができます。キャスター付きで移動可能です。 

ふるハートホールやぱるミーティングスペースでの講習会や勉強会、発表

会などモニターとして活用できます。また、オンライン会議にも使用でき、

幅広い活用が期待されます。 

※このテレビではテレビ放送は見ることができません。 寄贈された大型テレビ 
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食料支援 

子ども支援を目的に活動をしている「JOY クラブ」は、コロナ禍の子ども

や家庭を応援するため、楽しく学べる子どもの居場所「ジョイキッズ」を開

催しています。 

会では、毎月第 2 日曜日に子どもたちの宿題や勉強で分からないところを

教える学習支援をしています。また、毎回テーマを変えたお話や科学実験、

工作、ゲームなどの体験学習も行っています。同時に町内外の団体や企業か

ら提供していただいたラーメンや野菜・お米・パンなど 

を配布する食料支援も行っています。 

今後も定期的に開催し、さまざまな体験学習を予定して 

います。 

学習の時間 

 10 周年を迎えたみちくさ Kids は、今年の春に記念コンサートを予定し

ていましたが、新型コロナウイルスの感染拡大の影響で延期を余儀なくさ

れ、今回感染対策をして「みちくさ Kids の音楽会～祝 10 歳～」を開催し

ました。 

 9 月 21 日玉村町文化センター大ホールで無観客にして演奏を収録し、編

集を施してから YouTube で公開する手法をとり、当日の模様は 9 月 27 日

13：00 から YouTube でプレミア公開しました。 

 主催する代表の金井悦子さんは、コンサート延期決定後からオンライン

でレッスンや会議を開き、コロナ禍の開催を模索しました。「10 周年記念

コンサートは、一年前から実行委員会と共に計画し、子どもたちも音楽会

に向けてがんばっていたので、なんとか皆さんに 

観ていただける形を作りたかった」と今回の企画 

に強い気持ちで臨んだことを話してくれました。 

 ぜひ、YouTube「みちくさやｃｈ」のチャンネ 

ル登録をしてください。 

 ●10 月 11 日 英語で話そう！～ハロウィン～ 

 ●11 月 8 日 自然の森（水辺の森）でネイチャーゲーム 

 ●12 月 13 日 クリスマスリースを作ってかざろう！ 

˹♥ ̱ ἶ  

 

JOY クラブ問合せ先 

090-1853-0440（塚本） 

joykids354＠gmail.com 

みちくさ Kidsの音楽会 

収録の様子 

金井さんと 

子どもたち 
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   〒370－1132  

群馬県佐波郡玉村町大字下新田 208-4  

    TEL／FAX 0270-65-7155 

    H   P : http://www.kyoudou-tamamura.org/ 
    Ｅ-mail : pal@kyoudou-tamamura.org 
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                  9 00 12 00 
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「玉村町住民活動サポートセンターぱる」だより第 30 号 

 発 行：一般社団法人たまむら住民活動支援センター 

 

活動の紹介やイベントの告知、会員の募集など

ぱるの広報誌に掲載します。詳しくは、ぱるのス

タッフにご相談ください。ご意見、ご要望等もあ

りましたらお寄せください。 

令和 2 年 9 月 30日現在 

登録団体数  １００団体 

個人登録者数  ３４名 

企業連携    １３社 

学校連携     ３校 

教室でお肉の勉強 

肉のカット体験 

 7 月 27 日（日）、公益社団法人全国食肉学校において「肉の食育体験」を

17 名の子どもたちが参加して行いました。 

恒例の紙芝居「いのちをいただく」は、食べるために酪農家の人達が愛情

をもって育てた牛の命を絶つというお話で、命の大切さや食事への感謝を教

えてくれます。牛肉、豚肉、鶏肉の勉強をしてから学校の生徒さんが豚の枝

肉を解体、骨抜き、成形していくところを見ました。 

食肉学校では衛生面に細心の注意を払って、温度管理もしっかり行い、安

心して食べられるように扱われていることも学びました。 

その後、自分たちで肉をとんかつ用と焼肉用に切り分けたり、ウィンナー

作りに挑戦したりしました。最後には、焼肉とウィンナーをおいしくいただ

きました。 

※この事業は、ぱると全国食肉学校との共催です。 

 

玉村町役場企画課では、ふるハートホールを会場に 5 月、6 月、9 月と

玉村町に住んでいる群馬県立女子大学の学生に対して、食料支援を行いま

した。 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、アルバイト収入が減少し、

夏休み中も親元にも帰れずアパート生活を送っている学生たちが多くいま

す。そんな学生たちのために、玉村町内外の企業や農家から提供していた

だいた野菜やカップラーメン、お菓子、冷凍食品などを無料で配布しまし

た。企業からアルバイトの紹介もありました。 

中には、入学した時から大学にも通えずオンライン授業で、学内の友達

もできない状態が続いる学生もいるそうです。会場の一角に設けられた学

生たちの交流スペースでは、楽しく語らう姿が見られました。この模様は

上毛新聞や群馬テレビのニュースにも取り上げられました。 

無料配布の品と学生 

テレビの取材 

mailto:pal@kyoudou-tamamura.org

